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市河三喜伝
英語に生きた男の
出自，経歴，業績，人生

Ａ 5判・514 頁・14300 円

神山孝夫〔著〕一生を日本の英語英
文学研究の発展に捧げたわが国英語学

の祖、市河三喜の初の本格的伝記。現

存資料を網羅的に精査。図版多数。

研 究 社

Ａ 5判・203 頁・2750 円

石井麻璃絵著　本書は、19世紀イギリス
のミドルクラスの女性がいかに移動性

を発揮し、空間とアイデンティティを確

立していくかを考察したものである。

金 星 堂

『ジェイン・エア』、『ヴィレット』、
『北と南』におけるモビリティ、

モダニティと空間

Ｂ６判・200 頁・2750 円

新名桂子・岩下いずみ・田中恵理編著
『ユリシーズ』の一体何がすごいのか

――この問いを、「愛」と「笑い」と

「革命」をキーワードに考察する。

金 星 堂

愛と笑いと革命の『ユリシーズ』

四六判・312 頁・3520 円

原英一著　『幽かなる丘の眺め』から
『クララとお日さま』に至るイシグロ

の長編小説全8 作品を「沈黙」「省筆」

をキーワードとして読み解く。

北烏山編集室

カズオ・イシグロ、
沈黙の文学

Ａ 5判・364 頁・4400 円

西谷拓哉著　『白鯨』以降の後期小説
（『ピエール』『信用詐欺師』等）を精

読し、両義性・曖昧性に満ちたテクス

トの深みへ測鉛を下ろす。

北烏山編集室

メルヴィルと両義性の詩学
後期小説への測鉛

Ｂ 6判・272 頁・3300 円

市河三喜・松浪有〔著〕伝説的入門書
が待望の復刊。古英語・中英語の基礎

的な知識を身につけ、それぞれ 10 点

の注釈付き原文テキストを読む。

研 究 社

古英語・中英語初歩 〈新装復刊〉

四六判・360 頁・4180 円

田中孝信著　世紀末ロンドンのイース
ト・エンドを舞台にした「スラム小説」

を、当時の社会背景と照らし合わせて

分析する。詳細な関連年表付。

彩 流 社

ヴィクトリア朝ロンドンにおける貧困の表象

世紀末イースト・エンドと
スラム小説

四六判・252 頁・2530 円

菅靖子著　小説に描かれた空間やモ
ノ、同時代のデザイン。クリスティの

作品と生涯を辿ると20世紀イギリスの

デザインと視覚文化が見えてくる。

彩 流 社

アガサ・クリスティで読み解く
20世紀デザイン史

ポアロの部屋はなぜモダン？

Ａ 5判・304 頁・3850 円

鈴木右文著　学ぶ姿勢をもった若い人
びとの旅を念頭に、約 1000 の目的地

を写真を添えてリストアップ。訪問先

選定の切口から心得、事前学習まで。

彩 流 社

学習・選定・準備
英国旅の目的地 1000！

Ａ 5判・192 頁・2750 円

サウンディングズ英語英米文学会監修
／杉野健太郎・下楠昌哉編　19 世紀
から 21 世紀にいたる英語文学におけ

るスポーツを論じる。

金 星 堂

スポーツする英語文学

Ｂ 6判・202 頁・3080 円

20 世紀英文学研究会編　追悼と鎮魂
をテーマに、７人の作家とその作品を

取りあげ論じる 20 世紀英文学研究シ

リーズの第 13 巻。

金 星 堂

現代英語文学における追悼と鎮魂
20 世紀英文学研究XⅢ

Ａ 5判・358 頁・5280 円

十七世紀英文学会編　世界が劇的に変
貌を遂げていた十七世紀に、英文学が

いかに多様な世界を創造的／想像的に

言語化したのかを探究する 15 編。

金 星 堂

十七世紀英文学と世界
十七世紀英文学研究XXI

英 宝 社

Ａ 5判・168 頁・2640 円

文学と評論社編　アン・ラドクリフか
らロイス・ローリーまで、８作家にお

ける「異質なるもの」から別世界への

探検を読者に促す意欲的な論考集。

異質なるもの
英米文学の視点から

四六判・264 頁・3960 円

佐々木和貴編　詩聖シェイクスピアは
いかにして誕生したのか？　シェイク

スピア協会の俊英９名が英文学史上最

大のミステリーに挑む。

英 宝 社

一八世紀の「シェイクスピア崇拝」
その成立と展開

Ａ 5判・208 頁・2860 円

岩清水由美子著　「コンラッドと女性」
という問題について、作家と深く関

わった三人の女性に焦点を当てて作品

世界を論じた新たなコンラッド研究。

英 宝 社

ジョウゼフ・コンラッドと女たち
伝記からフィクションへ

Ａ 5判・240 頁・4400 円

榊原知樹著　ロバート・バートン『メ
ランコリーの解剖』を再読し、引用が

思考を構成する「モザイク様式」として

の文体とその治療的機能を解明する。

英 宝 社

Melancholy and Mosaic Style
Robert Burton's Therapeutic Writing

Seen through Seneca

Ａ 5判・256 頁・4180 円

日本シェリー研究センター編　詩人た
ちの神話化が過度な単純化に陥ること

のないように、精緻な読みに基づいた

新たな解釈を提示する 12 本の論考。

音羽書房鶴見書店

後期イギリス・ロマン派文学と
神話形成

バイロン・キーツ・シェリー夫妻

Ａ 5判・368 頁・4180 円

原田範行・麻生えりか編著／河内恵子
監修　18世紀から現代にいたるまでの
作家、批評家を論じて、イギリス小説

の多様な魅力を再発見する全17論考。

音羽書房鶴見書店

イギリス小説研究の最前線
18 世紀から現代まで

Ａ 5判・258 頁・2420 円

柴田元幸〔編訳註〕詳細な註・解説・
対訳を施して、イシグロ、ル =グウィ

ン、バロウズなど厳選した英語短篇を

堪能する〈全６巻シリーズ〉の一冊。

研 究 社

英文精読教室　第 1巻
物語を楽しむ

四六変型判・394 頁・3960 円

南條竹則編訳　怪談が文芸として成立
する以前にも英国には実話・民話の形

で長い伝統があった。英国怪談文学の

展開を歴史的に辿るアンソロジー。

国 書 刊 行 会

英国幽霊いまむかし
〈怪奇の本棚〉第1回配本

メディアの中の女性
―文学、歴史、言語の世界

Ａ 5判・344 頁・4400 円

坂本季詩雄・布施将夫・北尾泰幸・林
姿穂　編著　メディアに投影される女
性像を「文学・歴史・言語」の三視点

から再解釈し、新たな視座を提示する。

開 文 社 出 版

Ａ 5判・178 頁・2420 円

日本スペンサー協会編　16世紀英国の
詩人エドマンド・スペンサーの生涯と

作品を解説した手引き書。より深く学

びたい人のための必読書案内付き！

開 文 社 出 版

スペンサー・ハンドブック
―詩人と作品ガイド

Ａ 5判・176 頁・3300 円

都地沙央里編著 向井・村里・山口・池田 
著　活版印刷術黎明期から 500 年の英
国書物出版史にて、著者、印刷者、出

版者、読者と文学の関係を紐解く一冊。

開 文 社 出 版

英国の書物出版文化史
―著者、出版業者、読者との関係から

Ａ 5判・544 頁・5500 円

日本ハーディ協会編　人生、長編小
説、中・短編小説、詩、テーマ別批

評にジャンル分けされた全 24 章の論

考に加えて 10 本のコラムからなる。

音羽書房鶴見書店

トマス・ハーディを読む
文学の可能性を求めて

日本英文学会第 98 回全国大会
同志社大学今出川キャンパス   5/16（土）・17（日）
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十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世

紀
初
頭
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
、

“
g
i
r
l
”

と
呼
ば
れ
る

二
十
代
前
半
ま
で
の
若
い
女

性
た
ち
の
文
化
が
花
開
い

た
。
ニ
ュ
ー
・
ウ
ー
マ
ン
な

ら
ぬ
ニ
ュ
ー
・
ガ
ー
ル
と

は
、
こ
の
時
代
に
登
場
し

た
、
教
育
を
受
け
、
ス
ポ
ー

ツ
を
た
し
な
み
、
活
発
で
自

立
的
な
精
神
性
を
持
つ
少
女

像
を
指
す
。
そ
し
て
、
ニ
ュ

ー
・
ガ
ー
ル
の
文
化
を
支
え

た
の
が
少
女
雑
誌
で
あ
っ

た
。

　

少
女
雑
誌
は
、
小
説
や
詩

だ
け
で
は
な
く
、
歴
史
や
社

会
に
関
す
る
知
識
や
教
養
、

学
校
や
職
業
の
情
報
、
さ
ら

に
は
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
記

事
な
ど
を
幅
広
く
掲
載
し
、

近
代
的
な
少
女
像
を
形
作
っ

て
い
っ
た
。
と
り
わ
け
興
味

深
い
の
は
、
雑
誌
を
通
し
て

形
成
さ
れ
る
少
女
文
化
が
、

読
者
で
あ
る
少
女
た
ち
の

「
書
く
こ
と
」
に
大
き
く
支

え
ら
れ
て
い
た
点
で
あ
る
。

　

こ
の
時
代
に
流
通
し
て
い

た
主
な
少
女
雑
誌
と
し
て

は
、『
マ
ン
ス
リ
ー
・
パ
ケ

ッ
ト
』
、
『
ガ
ー
ル
ズ
・
オ
ウ

ン
・
ペ
ー
パ
ー
』
、
『
ア
タ
ラ

ン
タ
』
、
『
ガ
ー
ル
ズ
・
レ
ル

ム
』
が
挙
げ
ら
れ
る
。
超
保

守
派
か
ら
モ
ダ
ン
な
雑
誌
ま

で
多
様
な
雑
誌
が
出
版
さ
れ

て
い
た
。

　

い
ず
れ
の
雑
誌
で
も
、
読

者
の
誌
面
へ
の
参
加
は
、
手

紙
や
質
問
・
相
談
欄
へ
の
投

稿
と
い
う
形
で
始
ま
っ
た
。

や
が
て
、
大
小
様
々
な
懸
賞

企
画
へ
と
展
開
し
、
書
き
手

と
し
て
の
読
者
が
次
第
に
前

景
化
し
て
い
っ
た
。
雑
誌
内

に
ク
ラ
ブ
や
慈
善
団
体
が
設

け
ら
れ
る
と
、
「
書
く
こ
と
」

を
媒
介
と
し
た
共
同
体
が
構

築
さ
れ
て
い
っ
た
。
読
者
が

自
発
的
に
各
地
で
慈
善
活
動

や
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
こ

と
で
、
雑
誌
を
媒
介
と
し
た

共
同
体
は
具
体
的
な
行
動
を

伴
う
も
の
へ
と
発
展
し
た
。

　

も
っ
と
も
、
「
書
く
こ
と
」

は
完
全
な
自
由
を
保
証
す
る

も
の
で
は
な
い
。
投
稿
は
編

集
者
に
選
別
さ
れ
、
望
ま
し

い
言
葉
遣
い
や
価
値
観
が
示

さ
れ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な

い
。
一
方
で
、
読
者
の
声
が

雑
誌
の
あ
り
方
に
影
響
を
与

え
て
い
た
の
も
事
実
で
あ

る
。

　

雑
誌
研
究
の
核
心
は
、
新

旧
の
価
値
観
、
読
者
と
編
集

者
の
思
惑
、
出
版
理
念
と
商

業
的
価
値
の
せ
め
ぎ
合
い
に

あ
る
。
読
者
の
役
割
に
注
目

す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ら
の
関

係
は
よ
り
鮮
明
に
浮
か
び
上

が
る
。「
書
く
こ
と
」
は
少

女
に
と
っ
て
自
己
表
現
で
あ

る
と
同
時
に
、
社
会
を
学

び
、
他
者
と
つ
な
が
り
、
文

化
を
更
新
し
て
い
く
た
め
の

手
段
で
あ
っ
た
。（
む
た
・

ゆ
き
こ
＝
英
文
学
）

日
本
英
文
学
会
第
九
八
回
全
国
大
会
に
寄
せ
て

日
本
英
文
学
会
第
九
八
回
全
国
大
会
に
寄
せ
て

言
葉
、
文
学
、
祈
り

横

内　

一

雄

　

言
葉
は
つ
ぶ
や
か
れ
た

瞬
間
に
口
元
か
ら
消
え
て

ゆ
き
、
あ
っ
と
い
う
間
に

過
去
へ
と
押
し
流
さ
れ
て

し
ま
う
。
文
字
は
そ
れ
を

押
し
と
ど
め
よ
う
と
す
る

が
、
そ
う
で
あ
る
が
ゆ
え

に
常
に
既
に
そ
れ
に
先
立

つ
時
間
の
痕
跡
で
し
か
な

い
。
文
字
を
書
い
た
主
体

は
―
―
現
役
の
書
き
手
で

あ
れ
、
泉
下
の
書
き
手
で

あ
れ
―
―
少
な
く
と
も
同

じ
状
態
の
ま
ま
で
は
も
は

や
そ
こ
に
お
ら
ず
、
そ
の

意
味
で
は
本
質
的
に
〈
死

者
〉
と
選
ぶ
と
こ
ろ
が
な

い
。
文
字
を
読
む
と
い
う

行
為
は
、
い
つ
で
も
そ
の

場
に
い
な
い
〈
死
者
〉
に

寄
り
添
い
、
そ
の
言
葉
に

耳
を
傾
け
、
そ
の
生
の
感

触
を

ら
せ
よ
う
と
す

る
、
祈
り
に
も
似
た
行
為

な
の
だ
。

　

わ
た
し
た
ち
文
学
研
究

者
は
、
常
に
過
去
に
誰
か

が
書
い
た
テ
ク
ス
ト
に
向

き
合
い
、
そ
こ
に
生
の
確

か
な
感
触
を
見
出
し
、
書

か
れ
た
文
字
に
命
を
吹
き

込
み
そ
れ
が
今
わ
た
し
た

ち
に
向
か
っ
て
語
り
か
け

て
く
る
の
を
見
届
け
る
こ

と
を
生
業
に
し
て
い
る
。

例
え
ば
ジ
ョ
ン
・
ダ
ン
は

十
六
〜
十
七
世
紀
に
生
き

た
詩
人
だ
が
、
当
時
ド
イ

ツ
で
勃
発
し
た
武
力
衝
突

に
平
和
的
解
決
を
も
た
ら

す
べ
く
派
遣
さ
れ
た
使
節

団
に
説
教
師
と
し
て
随
行

し
た
。
ダ
ン
は
以
後
三
十

年
続
く
こ
と
に
な
る
戦
争

の
発
端
を
見
て
、
何
を
語

り
何
を
詠
っ
た
の
か
。
十

九
世
紀
の
作
家
ジ
ョ
ー
ジ

・
エ
リ
オ
ッ
ト
は
緻
密
な

う
な
問
題
意
識
を
持
っ
て

い
る
の
か
。
十
世
紀
に
書

か
れ
た
『
蜻
蛉
日
記
』
を

二
十
世
紀
に
英
訳
出
版
し

た
Ｅ
・
Ｇ
・
サ
イ
デ
ン
ス

テ
ッ
カ
ー
は
、
千
年
も
前

の
日
本
女
性
の
声
を
な
ぜ

現
代
に

ら
せ
よ
う
と
し

た
の
か
。

　

こ
う
し
た
問
題
意
識
を

含
む
実
に
四
十
も
の
研
究

発
表
と
十
二
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
、
そ
し
て
歌
人
・
俵

万
智
氏
と
評
論
家
・
渡
辺

ま
な
過
去
の
声
が

り
、

そ
の
声
に
真
剣
に
耳
を
傾

け
る
わ
た
し
た
ち
の
姿
が

見
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

考
え
て
み
れ
ば
、
後
に

残
す
べ
く
文
字
で
書
か
れ

た
テ
ク
ス
ト
、
ひ
い
て
は

文
学
一
般
は
、〈
記
念
日
〉

に
似
た
も
の
な
の
か
も
し

れ
な
い
。
前
述
の
渡
辺
氏

に
〈
記
念
日
〉
の
時
間
性

を
め
ぐ
る
面
白
い
議
論
が

あ
る
。
〈
記
念
日
〉
と
い

う
か
ら
に
は
、
そ
れ
は
過

去
の
あ
る
特
定
の
時
間
を

思
い
出
そ
う
と
し
て
お

は
ま
だ　

俵
万
智
選
歌

集
』
、
五
八
―

六
二
頁
）
。

文
学
も
そ
う
だ
ろ
う
。
文

学
作
品
は
過
去
の
作
家
の

想
い
を
未
来
に
伝
え
る
も

の
で
、
そ
れ
を
読
む
行
為

は
必
然
的
に
過
去
へ
の
ま

な
ざ
し
を
含
む
が
、
同
時

に
そ
れ
は
そ
の
作
品
が
今

後
も
読
む
に
値
す
る
こ
と

を
証
明
す
る
、
未
来
に
向

け
た
営
み
で
も
あ
る
。
逆

に
言
え
ば
、
も
し
誰
も
そ

の
作
品
を
読
ま
な
く
な
っ

た
ら
、
そ
こ
で
そ
の
命
は

潰
え
て
し
ま
う
。

　

だ
か
ら
こ
そ
わ
た
し
た

ち
は
読
み
続
け
、
語
り
続

け
、
一
度
忘
れ
ら
れ
て
し

ま
っ
た
作
品
を
も
う
一
度

読
み
返
し
、
そ
れ
を
今
の

わ
た
し
た
ち
に
訴
え
か
け

る
作
品
と
し
て

ら
せ
、

も
っ
て
わ
た
し
た
ち
の
文

化
を
豊
か
に
し
よ
う
と
努

め
る
。
毎
年
五
月
に
開
か

れ
る
日
本
英
文
学
会
年
次

大
会
が
、
そ
の
よ
う
に

〈
死
者
〉
た
ち
の
想
い
を

未
来
に
つ
な
げ
て
い
く

〈
記
念
日
〉
の
役
割
を
果

た
す
こ
と
を
願
っ
て
や
ま

な
い
。（
よ
こ
う
ち
・
か

ず
お
＝
英
文
学
者
・
関
西

学
院
大
学
教
授
）

心
理
分
析
で
知
ら
れ
る

が
、
現
代
の
臨
床
心
理
学

の
知
見
を
踏
ま
え
て
読
み

返
す
と
、
彼
女
が
作
中
人

物
に
託
し
て
書
い
た
心
理

描
写
は
わ
た
し
た
ち
に
何

を
語
り
か
け
て
く
る
の

か
。
一
九
八
一
年
生
ま
れ

の
現
役
作
家
ト
ー
リ
・
ピ

ー
タ
ー
ズ
は
、
つ
い
五
年

前
に
発
表
し
た
小
説
で
多

様
な
性
に
生
き
る
人
々
の

葛
藤
と
共
生
を
描
い
た

が
、
今
後
も
読
ま
れ
続
け

て
い
く
に
値
す
る
ど
の
よ

祐
真
氏
を
迎
え
た
特
別
企

画
を
揃
え
た
学
会
が
、
五

月
十
六
日
と
十
七
日
の
両

日
、
同
志
社
大
学
今
出
川

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ

る
。
学
会
で
は
文
学
研
究

の
み
な
ら
ず
、
英
語
学
・

英
語
教
育
関
連
の
研
究
発

表
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
行

わ
れ
、
多
角
的
な
視
点

で
、
言
葉
が
わ
た
し
た
ち

の
生
活
・
人
生
に
ど
う
関

わ
っ
て
い
る
の
か
を
考
え

る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
二

日
間
、
会
場
で
は
さ
ま
ざ

り
、
そ
れ
ゆ
え
過
去
へ
の

ま
な
ざ
し
を
含
ん
で
い

る
。
一
方
で
そ
れ
は
、
来

年
も
、
ま
た
来
年
も
、
同

じ
過
去
の
時
間
を
想
起
す

る
こ
と
を
決
意
す
る
も
の

で
、
未
来
に
向
け
た
ま
な

ざ
し
も
含
ん
で
い
る
。
さ

ら
に
言
え
ば
、
共
に
〈
記

念
日
〉
を
祝
う
相
手
と
未

来
永
劫
そ
の
気
持
ち
を
共

有
で
き
る
と
は
限
ら
な
い

と
い
う
、
実
は
危
険
を
は

ら
ん
だ
概
念
で
も
あ
る
と

い
う
の
だ
（『
あ
と
が
き

　

二
〇
二
六
年
五
月
一
六
日（
土
）・
一
七
日（
日
）、
日
本
英
文
学
会
第
九
八
回
全
国
大
会
が
同
志
社
大
学
・
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
る
。
こ
の
全

国
大
会
開
催
を
機
に「
英
米
文
学
／
研
究
書
の
ス
ス
メ
」
と
題
し
、
各
社
お
薦
め
の
書
籍
を
紹
介
。
ま
た
同
会
副
会
長
の
横
内
一
雄
氏
に
本
大
会
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
研
究
発
表
に
参
加
す
る
若
手
研
究
者
に
は
自
身
の
研
究
テ
ー
マ
に
関
す
る
エ
ッ
セ
イ
を
寄
せ
て
も
ら
っ
た
。　
　

（
編
集
部
）

（6）第３６３７号（昭和24年10月28日第三種郵便物認可）2026年〔令和8年〕5月15日（金曜日）


